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催
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１６
日
、
パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
、

外
交
貿
易
省
、
食
糧
省
、
農
牧

業
省
、
軽
工
事
省
、
モ
ン
ゴ
ル

日
本
大
使
館
表
敬
各
省
を
訪
問

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
建
物
設

備
を
始
め
こ
れ
か
ら
の
発
展
途

上
国
で
あ
る
と
感
じ
た
。
場
所

に
よ
っ
て
は
、
社
会
主
義
時
代

の
考
え
ら
れ
な
い
様
な
古
い
建

物
が
使
わ
れ
て
い
た
。
な
ん
と

も
な
く
郷
愁
が
わ
く
。
食
糧
、

農
牧
省
で
は
ヨ
ー
ド
欠
乏
対
策

へ
の
支
援
、
ヨ
ウ
素
の
３
年
間

無
償
提
供
（
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、

人
口
８０
％
の
人
た
ち
が
低
ヨ
ウ

素
の
為
に
健
康
を
害
し
て
い
る
。

ヨ
ウ
素
は
海
草
な
ど
に
多
く
含

ま
れ
、
甲
状
腺
の
働
き
を
支
え

る
為
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
。

モ
ン
ゴ
ル
は
海
が
無
い
た
め
ヨ

ウ
素
不
足
で
あ
る
。
）
日
本
大

使
館
で
は
城
所
大
使
が
日
本
と

モ
ン
ゴ
ル
の
現
状
を
話
し
て
く

れ
た
。

　

今
、
世
界
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の

資
源
開
発
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
外
交
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。
新
潟
か
ら
４
時
間
半
の
モ

ン
ゴ
ル
、
新
潟

－

モ
ン
ゴ
ル
の

交
流
が
今
後
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
、
新
潟
の
大
学
に
は
３０
人
の

留
学
生
が
い
る
。
五
泉
市
で
は
、

約
１０
年
前
か
ら
子
供
青
少
年
の

交
流
が
続
い
て
い
る
。

　

今
回
、
伊
藤
市
長
、
土
田
議

会
議
長
２
人
が
同
行
し
た
。
午

後
は
行
政
機
関
訪
問
コ
ー
ス
と

企
業
訪
問
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

行
動
し
た
。
私
達
は
、
昨
日
片

岡
さ
ん
達
が
訪
れ
た
イ
ヒ
ガ
ザ

ル
農
園
を
視
察
。
農
園
は
、
ダ

ヴ
ァ
ス
レ
ン
社
長
（
４４
歳
、
２２

歳
の
時
１
人
で
農
園
を
始
め
た
。
）

今
で
は
、
４
人
の
兄
弟
で
７
つ

の
会
社
を
経
営
し
て
い
る
。
冬

に
は
マ
イ
ナ
ス
３０
度
に
な
る
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
は
、
農
園
全

体
１
０
０
ｍ
×
２
０
０
ｍ
位
も

あ
る
暖
房
付
の
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。

暖
房
費
の
為
に
経
営
は
大
変
だ

そ
う
だ
が
頑
張
っ
て
お
り
、
兄

弟
３
人
が
５
，
７
０
０
㏄
の
レ

ク
サ
ス
や
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

に
乗
っ
て
い
る
。
中
国
野
菜
は
、

価
格
は
安
い
が
安
全
性
の
問
題

で
売
れ
行
き
が
悪
い
そ
う
だ
。

資
本
主
義
に
な
っ
て
倒
産
者
も

多
い
が
成
功
者
も
い
る
。

　

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
街
で
は
、

繁
華
街
の
歩
道
真
ん
中
で
眠
っ

て
い
る
子
供
を
見
た
。
誰
も
振

り
向
き
も
し
な
い
。
繁
栄
の
陰

に
は
今
１
，
５
０
０
人
の
浮
浪

児
が
い
る
そ
う
だ
。
冬
は
暖
房

用
マ
ン
ホ
ー
ル
の
地
下
で
生
活

し
て
い
る
。

　

今
、
日
本
で
も
、
爺
浪
児
が

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
い

つ
の
間
に
か
、
こ
ん
な
日
本
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

２
年
前
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

に
行
っ
た
時
、
５
０
０
人
も
使

用
人
が
い
る
農
業
経
営
者
が
寂

し
そ
う
に
語
っ
て
い
た
。
「
資

本
主
義
に
な
っ
て
言
論
行
動
は

自
由
に
な
り
、
沢
山
の
会
社
が

設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
多
く
の
会
社
が
倒
産
し
た
」
。

社
会
主
義
の
時
は
集
団
農
業
（
コ

ル
ホ
ー
ズ
）
、
農
業
は
貧
し
か

っ
た
が
、
倒
産
の
心
配
も
無
く

皆
が
貧
し
い
が
、
そ
れ
な
り
に

楽
し
い
社
会
だ
っ
た
。
同
じ
よ

う
な
事
を
バ
ー
タ
ル
さ
ん
が
語

っ
た
。
２５
年
前
ま
で
は
、
ゲ
ル

に
住
ん
だ
り
大
変
貧
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
強
い
父
親
の
元
に
絶

え
ず
笑
い
声
が
あ
り
、
楽
し
い

家
庭
だ
っ
た
。
そ
の
言
葉
に
昭

和
２０
年
頃
の
、
何
も
無
か
っ
た

私
達
の
生
活
を
思
い
出
し
て
私

も
懐
か
し
く
感
じ
た
。
今
は
平

均
月
収
１
５
，
０
０
０
円
前
後
、

公
務
員
で
２
万
円
〜
５
万
円
位
。

　

携
帯
電
話
や
電
化
製
品
、
車
、

大
変
便
利
に
な
っ
た
が
生
活
は
、

大
変
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
今

か
ら
３７
年
ほ
ど
前
に
モ
ン
ゴ
ル

を
旅
し
た
作
家
司
馬
遼
太
郎
氏

の
モ
ン
ゴ
ル
紀
行
に
よ
る
と
、

街
に
カ
メ
ラ
を
忘
れ
て
翌
日
行

っ
た
ら
そ
こ
に
カ
メ
ラ
が
あ
っ

た
そ
う
だ
。
そ
れ
く
ら
い
治
安

が
良
か
っ
た
。
今
回
、
ガ
ン
ダ

ン
寺
や
デ
パ
ー
ト
で
は
、
ガ
イ

ド
が
う
る
さ
い
程
何
回
も
「
ス

リ
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。
」

と
叫
ぶ
そ
の
声
に
私
は
虚
し
さ

を
感
じ
た
。
そ
の
後
、
カ
シ
ミ

ア
工
業
見
学
、
昔
の
紡
績
工
業
、

五
泉
の
メ
リ
ヤ
ス
会
社
を
思
い

出
す
大
勢
の
女
工
が
働
い
て
い

た
。

　

夜
は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市

と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。
会

場
で
は
馬
頭
琴
の
演
奏
と
、
ホ

ー
ミ
ー
の
歌
を
聞
く
。
交
流
会

は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
第
一
副
市

長
等
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

１７
日
朝
４
時
５
分
、
知
事
は

公
務
の
為
帰
国
、
大
阪
周
り
で

新
潟
に
は
夕
方
６
時
頃
到
着
と

の
事
。
１７
日
、
訪
問
団
の
皆
さ

ん
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
他
の
幾
つ
か
の

企
業
訪
問
を
す
る
。
私
達
３
人

は
、
バ
ー
タ
ル
さ
ん
の
奥
さ
ん

の
案
内
で
７０
㎞
先
の
テ
レ
ル
ジ

を
訪
ね
る
。
テ
レ
ル
ジ
は
モ
ン

ゴ
ル
人
や
外
国
人
が
多
数
訪
れ

る
保
養
地
で
あ
る
。
郊
外
に
出

る
と
辺
り
は
樹
木
が
多
く
な
り

岩
山
や
岩
壁
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
途
中
に
、
メ
ー
ラ
ー

川
の
橋
を
渡
る
。
こ
の
川
は
、

遥
か
バ
イ
カ
ル

湖
に
続
い
て
い

る
。
途
中
、
大

き
な
亀
石
が
あ

る
テ
レ
ル
ジ
は
、

沢
山
の
ゲ
ル
、

ホ
テ
ル
が
あ
り

宿
泊
施
設
が
多

く
、
乗
馬
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
が

楽
し
め
、
途
中
、

ラ
ク
ダ
に
乗
る

事
も
で
き
る
。

草
原
の
中
に
は
、

ヤ
ク
の
群
れ
も

見
え
た
。

　

午
後
、
急
い

で
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
に
帰
る
。

昼
食
は
モ
ン
ゴ

ル
料
理
、
運
転

手
の
食
事
は
、

日
本
の
ぶ
り
カ
マ
と
同
じ
羊
の

頭
を
二
つ
に
割
っ
た
羊
カ
マ
が

出
た
の
に
は
驚
い
た
。
文
化
の

違
い
は
大
き
い
。
午
前
中
、
部

屋
で
勉
強
し
て
い
た
片
岡
さ
ん

が
、
イ
ヒ
ガ
ザ
ル
農
園
へ
農
業

指
導
に
バ
ー
タ
ル
さ
ん
の
奥
さ

ん
を
連
れ
て
出
か
け
た
。
私
達

は
政
府
官
邸
前
広
場
、
民
族
歴

史
博
物
館
を
見
学
。
そ
の
後
、

国
立
芸
術
団
公
演
を
見
る
。
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
夕
食
は
イ
ヒ

ガ
ザ
ル
の
社
長
が
素
晴
ら
し
い

個
室
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
招
待
し

て
く
れ
た
。
大
い
に
モ
ン
ゴ
ル

と
新
潟
の
農
業
交
流
に
話
が
盛

り
上
が
っ
た
。

　

今
回
の
旅
は
こ
れ
で
終
わ
り

だ
が
、
大
勢
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と

の
交
流
、
又
訪
問
団
３７
人
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
も
大
変
大
き
か

っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
旧
新
津

に
あ
る
県
立
植
物
園
に
ゲ
ル
を

２
個
飾
り
た
い
。
子
供
た
ち
が

喜
ぶ
だ
ろ
う
。

　

で
き
た
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
馬

５
頭
位
連
れ
て
来
た
ら
モ
ン
ゴ

ル
と
の
交
流
が
深
ま
る
だ
ろ
う
。

五
泉
市
長
は
５
頭
の
羊
を
モ
ン

ゴ
ル
か
ら
貰
っ
て
き
た
そ
う
だ
。

　

帰
国
後
、
私
が
、
「
馬
に
す

れ
ば
良
か
っ
た
ね
」
と
言
っ
た

ら
「
そ
れ
は
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
。

今
度
馬
に
す
る
」
と
笑
っ
て
い

た
。
あ
ま
り
長
く
な
る
の
で
こ

の
辺
で
さ
よ
な
ら
。
明
日
は
新

潟
へ
帰
る
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウランバートル市郊外の草原での筆者

　

こ
の
「
に
い
つ
鉄
道
ま
つ

り
」
は
、
新
津
地
域
固
有
の

鉄
道
の
歴
史
及
び
文
化
を
県

内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
津
地
域
に
多
く

の
観
光
客
誘
致
を
図
り
、
他

市
町
村
に
な
い
地
域
振
興
及

び
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

午
前
１０
時
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
馬
場
に
い
つ
鉄
道
ま

つ
り
実
行
委
員
会
会
長
（
新

津
観
光
協
会
会
長
）
、
続
い

て
藤
田
秋
葉
区
長
よ
り
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
雨
の
中
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の

運
行
、
鉄
道
ク
イ
ズ
、
鉄
道

パ
ネ
ル
展
示
、
合
唱
や
踊
り

・
大
正
琴
等
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
は
、
磐
越
西
線

新
津
〜
馬
下
間
が
開
業
１
０

０
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
午
後
１
時
３３
分
に
は
、

Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語
号
が
名

称
を
変
更
し
「
Ｓ
Ｌ
新
津
馬

下
１
０
０
年
号
」
と
し
て
新

津
駅
１
番
線
ホ
ー
ム
に
到
着

し
ま
し
た
。

　

こ
の
列
車
の
乗
客
の
皆
さ

ん
を
歓
迎
し
１
番
線
ホ
ー
ム

で
は
「
秋
葉
太
鼓 

松
風
会
」

に
よ
る
演
奏
で
お
出
迎
え
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
開
業
１
０
０
年
を

記
念
し
Ｊ
Ｒ
で
は
「
新
津
〜

馬
下
間
１
０
０
年
記
念
入
場

券
セ
ッ
ト
」
を
発
売
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
２
，
０
０
０

セ
ッ
ト
の
限
定
発
売
と
な
っ

て
お
り
、
台
紙
付
き
で
同
区

間
内
７
駅
の
記
念
入
場
券
（
硬

券
）
が
つ
い
て
い
ま
す
。

（
販
売
は
、
Ｊ
Ｒ
新
津
駅
）

　

去
る
１０
月
１０
日
㈰
に
、
新

津
本
町
通
り
で
「
第
４
回
に

い
つ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
が
危
惧
さ
れ
ま

し
た
が
奇
跡
的
に
好
天
に
恵

ま
れ
、
昨
年
度
を
上
回
る
来

場
者
が
あ
り
、
成
功
裡
の
内

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
方
が
仮
装

を
し
来
場
さ
れ
、
昼
は
仮
装

コ
ン
テ
ス
ト
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
仮

装
パ
レ
ー
ド
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
夜
は
新
津
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
バ
ン
ド
な
ど
の

ラ
イ
ブ
を
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。

　

次
年
度
も
継
続
し
て
開
催

し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
紙
面

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
１０
月
１７
日
㈰
に
、
秋

葉
区
最
大
級
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
朝
市
「
２
０
１
０

新
津
あ
お
ぞ
ら
市
場(

秋)

」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
新
津
商
工
会
議

所
「
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
企
画
し
、
今
回

が
６
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
事
と
、
に
い
つ
食
の
陣
当

日
座
同
時
開
催
と
い
う
こ
と

で
、
新
津
本
町
通
り
会
場
は

開
催
以
来
、
過
去
最
高
の
人

出
が
あ
り
、
出
店
者
数
も
募

集
区
画
数
を
大
幅
に
上
回
る

１
６
０
区
画
以
上
も
の
出
店

者
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

　

歩
行
者
天
国
と
化
し
た
会

場
に
は
「
モ
ノ
を
売
り
た
い

方
が
、
い
つ
で
も
自
由
に
売

買
で
き
る
〝
蚤
の
市
〞
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ま
ざ
ま
な

方
が
集
結
。
一
般
の
方
が
ご

不
要
に
な
っ
た
モ
ノ
を
販
売

す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

中
心
と
し
て
、
店
舗
販
売
さ

れ
て
い
る
事
業
者
が
自
店
の

商
品
を
持
っ
て
き
て
販
売
し

た
り
、
農
家
の
方
が
野
菜
や

果
物
、
花
卉
花
木
を
持
ち
寄

っ
て
販
売
し
た
り
と
、
と
に

か
く
多
種
多
様
の
品
物
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
新
津
商
工
会
議
所

青
年
部
の
協
力
に
よ
る
「
ビ

ン
ゴ
大
会
」
を
は
じ
め
、
「
Ｆ

Ｍ
に
い
つ
の
公
開
生
放
送
」

や
「
商
店
街
イ
チ
オ
シ
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
も
行
な
わ

れ
来
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
楽

し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
継
続
し
て
開
催

し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

開
催
日
等
が
決
ま
り
次
第
、

紙
面
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

新
津
本
町
通
り 

大
い
に
賑
わ
う
！


